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中医協総会（令和6年12月25日）
中間年改定の年に行う期中の診療報酬改定案を了承
                食事療養費は1食当たり20円引き上げへ

　中央社会保険医療協議会総会が昨年12月25日、都内で開催され、当日
示された「中間年改定の年に行う期中の診療報酬改定について」並びに「令
和7年度薬価改定の骨子（案）」を了承した。
　これにより、医科に関しては食事療養費が1食当たり20円引き上げられ
る他、薬価に関しては医薬品の役割や実態に合わせてきめ細かく見直しが
行われることになった。

25
日
の
総
会
で
は
厚
生
労

働
省
事
務
局
が
、
当
日
に
行

わ
れ
た
加
藤
勝
信
財
務
大
臣

と
福
岡
資
麿
厚
労
大
臣
と
の

折
衝
の
結
果
決
定
し
た
、
中

間
年
改
定
の
年
に
行
う
期
中

の
診
療
報
酬
改
定
の
内
容

（
入
院
時
の
食
費
の
基
準
の

見
直
し
等
）
に
つ
い
て
説
明
。

入
院
時
食
事
療
養
費
に
関

し
て
は
、
令
和
６
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
お
い
て
１
食
当

た
り
30
円
の
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
た
も
の
の
、
食
材
費
等

の
高
騰
は
更
に
続
い
て
お

り
、
医
療
の
一
環
と
し
て
提

供
さ
れ
る
べ
き
食
事
の
質
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
今
回

更
に
１
食
当
た
り
20
円
引
き

上
げ
る
と
さ
れ
た
（
詳
細
は

別
掲
）
。

医
療
の
質
の
維
持
・
向
上

の
た
め
に
も
、
食
事
療
養

費
の
評
価
は
妥
当

議
論
の
中
で
、
長
島
公
之

常
任
理
事
は
、
「
食
事
療
養

は
治
療
の
一
環
と
し
て
非
常

に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
主

治
医
の
指
示
の
下
、
管
理
栄

養
士
が
患
者
一
人
一
人
の
栄

養
管
理
を
行
い
、
回
復
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
場
で
は
食
材
費
を
抑
え
る

た
め
、
冷
凍
食
品
や
加
工
食

品
で
や
り
く
り
す
る
な
ど
の

工
夫
を
強
い
ら
れ
、
新
鮮
な

食
材
を
使
え
な
い
ば
か
り

か
、
光
熱
費
等
の
物
価
高
騰

も
経
営
を
非
常
に
厳
し
く
し

て
お
り
、
医
療
の
質
を
確
保

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
」
と
主
張
。
そ
の
上
で
、

示
さ
れ
た
入
院
時
の
食
費
の

基
準
の
見
直
し
案
に
つ
い
て

は
、
「
医
療
の
質
の
維
持
・

向
上
の
た
め
に
も
、
時
宜
に

即
し
た
評
価
で
あ
る
」
と
し

て
、
賛
意
を
表
明
。
病
院
団

体
の
委
員
か
ら
も
本
提
案
に

賛
成
す
る
意
見
が
出
さ
れ

た
。一

方
、
支
払
側
か
ら
は
、

大
臣
折
衝
事
項
を
重
く
受
け

止
め
る
と
し
な
が
ら
も
、「
三

つ
の
対
応
案
は
い
ず
れ
も
令

和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

対
応
し
た
ば
か
り
の
項
目

で
、
改
定
の
効
果
を
検
証
し

た
上
で
見
直
し
の
必
要
性
を

判
断
す
る
こ
と
が
本
来
の
流

れ
で
あ
り
、
今
後
こ
の
基
本

的
な
サ
イ
ク
ル
を
崩
す
こ
と

が
な
い
よ
う
、
事
務
局
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
し
た

い
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

当
日
は
そ
の
他
、
20
日
の

薬
価
専
門
部
会
で
了
承
さ
れ

た
「
令
和
７
年
度
薬
価
改
定

の
骨
子
（
た
た
き
台
）」
を

基
に
作
成
さ
れ
た
「
令
和
７

年
度
薬
価
改
定
の
骨
子

（
案
）
」
に
つ
い
て
も
議
論
が

行
わ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

「
令
和
７
年
度
薬
価
改
定

の
骨
子
（
案
）」
は
、
20
日

に
行
わ
れ
た
３
大
臣
合
意

（
林
芳
正
内
閣
官
房
長
官
、

加
藤
財
務
大
臣
、
福
岡
厚
労

大
臣
）
と
、
当
日
に
行
わ
れ

た
加
藤
財
務
大
臣
と
福
岡
厚

労
大
臣
と
の
大
臣
折
衝
の
内

容
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
令
和
７
年

度
薬
価
改
定
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
薬
価
調
査
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
と
し
た
上

で
、
平
成
28
年
度
の
４
大
臣

合
意
当
時
か
ら
、
平
均
乖か

い

り離

率
が
縮
小
す
る
な
ど
状
況
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
現

役
世
代
等
の
保
険
料
負
担
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
令
和
３
、
５
年
度
の
薬

価
改
定
の
慣
例
に
固
執
す
る

こ
と
な
く
、
必
要
な
対
応
を

行
う
と
し
て
い
る
。

対
象
品
目
に
つ
い
て
は
、

「
国
民
負
担
軽
減
の
観
点
は

も
と
よ
り
、
創
薬
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
医
薬
品
の

安
定
供
給
の
確
保
の
要
請
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
観
点

か
ら
、
品
目
ご
と
の
性
格
に

応
じ
て
対
象
範
囲
を
設
定
す

る
」
と
し
、
具
体
的
に
は
、

平
均
乖
離
率
５
・
２
％
を
基

準
と
し
て
、
（
１
）
新
薬
創

出
等
加
算
対
象
品
目
、
後
発

医
薬
品
に
つ
い
て
は
そ
の

１
・
０
倍
、
（
２
）
新
薬
創

出
等
加
算
対
象
品
目
以
外
の

新
薬
は
そ
の
０
・
75
倍
、
長

期
収
載
品
は
そ
の
０
・
５

倍
、
（
３
）
そ
の
他
医
薬
品

は
そ
の
１
・
０
倍

─
を
そ

れ
ぞ
れ
超
え
る
医
薬
品
を
改

定
対
象
と
す
る
と
し
て
い
る

〔
改
定
の
対
象
範
囲
は
対
象

品
目
１
万
７
４
４
０
品
目

中
、
９
３
２
０
品
目
（
53
％
）

と
な
る
予
定
〕。

薬
価
改
定
基
準
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
「
創
薬
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
医
薬
品

の
安
定
供
給
の
確
保
、
国
民

負
担
の
軽
減
と
い
っ
た
基
本

的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
た
対

応
を
行
う
」
と
し
た
上
で
、

（
１
）
後
発
医
薬
品
等
の
価

格
帯
集
約
、基
礎
的
医
薬
品
、

最
低
薬
価
、
及
び
新
薬
創
出

等
加
算
に
つ
い
て
は
適
用
す

る
、
（
２
）
追
加
承
認
品
目

等
に
対
す
る
加
算
を
臨
時
的

に
実
施
す
る
、
（
３
）
安
定

供
給
確
保
が
特
に
求
め
ら
れ

る
医
薬
品
に
対
し
て
、
臨
時

的
に
不
採
算
品
再
算
定
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
最
低
薬

価
を
引
き
上
げ
る
、
（
４
）

既
収
載
品
の
外
国
平
均
価
格

調
整
に
つ
い
て
は
適
用
す

る
、
（
５
）
新
薬
創
出
等
加

算
の
累
積
額
に
つ
い
て
は
控

除
（
な
お
、
新
薬
創
出
等
加

算
対
象
品
目
等
を
比
較
薬
に

し
て
算
定
さ
れ
た
品
目
の
取

扱
い
も
含
む
）
す
る
、（
６
）

そ
の
他
の
既
収
載
品
の
算
定

ル
ー
ル
（
長
期
収
載
品
の
薬

価
の
改
定
、
再
算
定
）
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た

だ
し
、
薬
価
改
定
の
際
以
外

の
再
算
定
を
除
く

─
と
し

て
い
る
。

了
承
す
る
に
当
た
っ
て
、

長
島
常
任
理
事
は
今
回
、
薬

価
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
供
給
面
へ
の
影
響
を
注
視

し
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し

た
。

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
（
令
和
６
年
12
月

26
日
）

入
院
時
の
食
費
の
基
準
の

見
直
し
に
関
し
て
は
12
月
26

日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お

い
て
も
審
議
さ
れ
、
了
承
さ

れ
た
。

議
論
の
中
で
城
守
国
斗
常

任
理
事
は
、
「
前
回
改
定
で

は
食
材
費
等
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
約
30
年

ぶ
り
に
食
費
の
基
準
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、そ
の
後
も
、

更
に
高
騰
が
続
い
て
い
る
状

況
へ
の
配
慮
と
理
解
し
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、
患
者
負

担
が
増
え
る
こ
と
に
関
し

て
、
所
得
区
分
等
に
応
じ
て

一
定
の
配
慮
を
行
う
よ
う
要

請
し
た
。

○入院時の食費 について、令和６年度診療報酬改定において、１食当たり 30 円引き上げを行ったが、食材費等の高騰は
更に続いている。医療の一環として提供されるべき食事の質を確保する観点から、更に１食当たり 20円引き上げる。

※入院時の食費の自己負担の観点から、医療保険部会での議論も予定。
※見直しの施行日については、 2025 年度予算編成過程を経て決定。

食事療養及び生活療養の費用額算定表
第一　食事療養 （現行） （見直し案）
 １  入院時食事療養（Ⅰ）（１食につき）

（ 1 ） （2）以外の食事療養を行う場合 670円 690円
（ 2 ） 流動食のみを提供する場合 605円 625円

 2  入院時食事療養（Ⅱ）（１食につき）
（ 1 ） （2）以外の食事療養を行う場合 536円 556円
（ 2 ） 流動食のみを提供する場合 490円 510円

第二　生活療養
 １  入院時生活療養（Ⅰ）

（ 1 ） 健康保険法第六十三条第二項第二号イ及び高齢者の医療の確保に関する法律第六十四条第二項第二号イに
掲げる療養 （以下「食事の提供たる療養」という。）（１食につき）

 イ  ロ以外の食事の提供たる療養を行う場合 584円 604円
 ロ  流動食のみを提供する場合 530円 550円
 2  入院時生活療養（Ⅱ）

（ 1 ） 食事の提供たる療養（１食につき） 450円 470円

〔中医協総会（令和 6 年 12月25日開催）資料より〕
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急
性
呼
吸
器
感
染
症（
Ａ
Ｒ
Ｉ
）の

５
類
感
染
症
へ
の
指
定
に
つ
い
て

■■■■■■■■

診
療
所
に
お
け
る

 
医
療
Ｄ
Ｘ
に
係
る

緊
急
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

令
和
6
年
12
月
25
日

釜

敏
副
会
長
は
、
急
性

呼
吸
器
感
染
症
（
Ａ
Ｒ
Ｉ
）

の
５
類
感
染
症
へ
の
指
定
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

同
副
会
長
は
、
急
性
呼
吸

器
感
染
症
（
Ａ
Ｒ
Ｉ
）
の
５

類
感
染
症
へ
の
指
定
に
伴
う

定
点
医
療
機
関
で
の
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
が
令
和
７
年
４
月

か
ら
始
ま
る
こ
と
に
触
れ
、

「
い
わ
ゆ
る
『
風
邪
』
（
風
邪

症
候
群
）
も
含
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
国

民
や
医
療
機
関
の
関
心
が
高

い
」
と
し
た
上
で
、
今
回
の

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
趣
旨

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き

起
こ
す
よ
う
な
急
性
の
呼
吸

器
感
染
症
の
状
況
を
早
期
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
に
あ
る
と
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
急
性
呼
吸

器
感
染
症
（
Ａ
Ｒ
Ｉ
）
を
５

類
に
分
類
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
国
民
に
生
活
上
の
大
き

な
制
約
や
不
都
合
が
生
じ
る

こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
、
就

学
・
就
業
を
始
め
、
治
療
上

の
対
応
に
つ
い
て
も
変
化
は

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

「
診
療
所
に
お
け
る
医
療
Ｄ

Ｘ
に
係
る
緊
急
調
査
」
に
つ

い
て
の
集
計
結
果
を
報
告

し
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

今
回
の
調
査
は
、
令
和
６

年
９
月
20
日
～
10
月
４
日
に

日
本
医
師
会
の
Ａ
１
会
員
の

診
療
所
管
理
者
（
院
長
）
か

ら
無
作
為
抽
出
し
た
１
万
名

を
対
象
と
し
て
日
医
総
研
が

実
施
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
で
、

有
効
回
答
数
４
４
５
４
、
有

効
回
答
率
は
44
・
５
％
で
あ

っ
た
（
な
お
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査

の
た
め
、
回
答
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
慣
れ
た
医
師
が
多
い
可
能

性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必

要
）
。

長
島
常
任
理
事
は
ま
ず
、

な
い
こ
と
を
強
調
。
一
方
、

定
点
医
療
機
関
か
ら
の
報
告

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
今

後
の
方
向
性
と
し
て
診
断
を

確
定
し
た
場
合
に
ほ
ぼ
自
動

的
に
報
告
さ
れ
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と
の

見
方
を
示
し
た
。

そ
の
他
、
同
副
会
長
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

状
況
等
に
つ
い
て
も
言
及
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
状

況
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に

急
激
な
増
加
が
見
ら
れ
て
お

り
、
直
近
の
デ
ー
タ
（
疫
学

週
第
50
週　

12
月
９
～
15

日
）
で
は
定
点
当
た
り
19
・

06
と
、
注
意
報
が
出
さ
れ
る

10
・
00
を
超
え
た
こ
と
を
説

明
。
一
部
の
医
療
現
場
で
は

患
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
検

査
キ
ッ
ト
等
の
入
手
に
も
支

障
が
出
始
め
て
い
る
と
の
声

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
厚

生
労
働
省
と
協
議
を
進
め
つ

つ
、
状
況
を
注
視
し
て
い
く

姿
勢
を
示
し
た
。

ま
た
、
医
療
機
関
で
現
在

使
用
し
て
い
る
抗
原
定
性
検

査
キ
ッ
ト
等
が
不
足
し
た
際

の
対
応
策
と
し
て
、
別
メ
ー

カ
ー
の
も
の
を
使
用
し
た

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

調
査
を
行
っ
た
背
景
に
つ
い

て
、
医
療
Ｄ
Ｘ
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
た
め
に
医
療
現
場

に
大
き
な
負
担
が
掛
か
っ
て

い
る
と
の
声
を
聞
く
こ
と
が

多
く
、
ま
た
、
令
和
６
年
度

診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ

た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整

備
加
算
」
の
算
定
要
件
と
し

て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
が
用
い
ら
れ
る
他
、
施
設

基
準
の
経
過
措
置
と
し
て
電

子
処
方
箋せ

ん

を
発
行
す
る
体
制

が
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
、

電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
で
き
る
体
制
が

同
年
９
月
末
ま
で
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
診
療
所
に

お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
の
実
態
や
負
担
感
を
把
握

す
べ
く
緊
急
調
査
を
実
施
し

た
と
説
明
し
た
。

具
体
的
な
結
果
と
し
て
、

同
常
任
理
事
は
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
（
令
和
６
年
７

月
分
）
に
関
し
て
、
10
％
未
満

が
７
割
以
上
を
占
め
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
単
純
に
平

均
値
で
見
る
の
で
は
な
く
、

分
布
を
見
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
医
療
機
関
が
『
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
』

を
算
定
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
」
と
指
摘
。
ま
た
、

院
長
の
年
齢
が
高
い
施
設
や

小
児
の
医
療
費
助
成
な
ど
に

よ
り
小
児
科
等
で
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
が
低
い
傾
向

に
あ
る
と
し
、
利
用
率
が
低

迷
し
て
い
る
施
設
に
対
し
て

は
一
定
の
配
慮
や
支
援
が
必

要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

次
に
、
電
子
処
方
箋
を
導

入
済
み
で
運
用
し
て
い
る
施

設
は
４
・
６
％
、
導
入
し
て

い
る
が
未
運
用
の
施
設
が

９
・
９
％
と
導
入
率
は
低
迷

し
て
お
り
、
電
子
処
方
箋
を

導
入
し
て
い
る
が
運
用
し
て

い
な
い
理
由
と
し
て
は
、「
地

域
の
薬
局
や
医
療
機
関
が
未

運
用
」
が
多
い
こ
と
に
言
及
。

地
域
全
体
の
医
療
機
関
や
薬

局
が
広
く
導
入
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
国
に
は
面
と

し
て
の
普
及
策
の
必
要
性
を

強
く
提
言
し
て
い
る
と
し
た
。

ま
た
、
電
子
処
方
箋
を
導

入
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い

て
、「
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
導

入
の
費
用
面
の
負
担
が
大
き

い
」「
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
な
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

国
と
し
て
十
分
な
費
用
補
助

を
行
う
と
と
も
に
、
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
の
分
か
り
や
す

い
説
明
や
情
報
提
供
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
強
調
。
更
に
、
電
子
処

方
箋
を
運
用
中
の
施
設
に
お

い
て
も
メ
リ
ッ
ト
を
「
感
じ

ル
エ
ン
ザ
の
同
時
検
査
キ
ッ

ト
を
使
用
す
る
こ
と
を
挙
げ

た
上
で
、
全
体
と
し
て
見
た

場
合
に
は
、
検
査
キ
ッ
ト
等

が
全
国
的
・
慢
性
的
に
不
足

し
て
混
乱
を
来
す
よ
う
な
状

況
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
し

て
、
冷
静
な
対
応
を
呼
び
掛

け
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
状
況
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ

る
と
報
告
数
が
少
な
い
も
の

の
、
徐
々
に
増
え
て
き
て
い

る
と
説
明
し
、
引
き
続
き
注

意
が
必
要
と
し
た
他
、
改
め

て
人
混
み
で
の
マ
ス
ク
の
着

用
や
帰
宅
後
の
手
洗
い
、
換

気
な
ど
、
感
染
症
対
策
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

ら
れ
な
い
」
と
い
う
回
答
が

多
く
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
費
用
や
作
業
の

負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
の
使
用
割
合

は
62
・
６
％
で
あ
り
、
院
長

の
年
齢
階
層
が
高
い
ほ
ど
そ

の
使
用
率
は
下
が
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、「
高

齢
の
医
師
も
地
域
医
療
の
重

要
な
担
い
手
で
あ
る
。
電
子

カ
ル
テ
の
使
用
が
で
き
な
い

こ
と
で
医
療
が
継
続
で
き
な

い
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
域
医

療
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
」
と

述
べ
、
電
子
カ
ル
テ
の
義
務

化
・
強
制
化
に
は
強
く
反
対

す
る
考
え
を
表
明
。
そ
の
上

で
、
国
が
予
定
し
て
い
る
標

準
型
電
子
カ
ル
テ
の
提
供
に

よ
り
、
こ
れ
を
導
入
す
れ
ば

便
利
で
あ
る
と
い
う
明
確
な

メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
て
普
及
を

支
援
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
た
。

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
情
報

共
有
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、

「
診
療
中
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
の
患
者
情
報
を
見
る
こ
と

が
難
し
い
」
と
の
回
答
に
つ

い
て
、
実
際
に
始
ま
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
よ
く
分
か
ら

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
と
の

見
方
を
示
し
、
例
え
ば
、
標

準
型
電
子
カ
ル
テ
を
使
う
こ

と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
情

報
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
欲
し
い

と
し
て
、
医
師
に
と
っ
て
使

い
勝
手
が
良
く
、
本
当
に
役

立
つ
も
の
に
す
べ
き
と
提
言

し
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

更
に
、
共
有
サ
ー
ビ
ス
を

使
い
、
他
の
医
療
機
関
情
報

を
閲
覧
で
き
る
こ
と
は
医
療

の
質
向
上
に
有
効
で
あ
る
と

し
て
、
日
本
医
師
会
と
し
て

は
紙
カ
ル
テ
を
使
っ
て
い
る

医
師
で
も
情
報
の
閲
覧
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
い
く
と
し

た
。最

後
に
長
島
常
任
理
事

は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
全
般
に
つ
い

て
、
診
療
所
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人

材
が
不
足
し
、
医
師
自
ら
が

シ
ス
テ
ム
対
応
を
行
っ
て
い

る
た
め
作
業
負
担
が
大
き
い

状
況
で
あ
り
、
国
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
指
摘
。
更
に
、
電

子
カ
ル
テ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

費
用
負
担
の
ば
ら
つ
き
が
か

な
り
大
き
く
、
負
担
が
高
額

な
医
療
機
関
も
少
な
く
な
い

こ
と
か
ら
、
補
助
金
の
上
限

設
定
に
当
た
っ
て
は
平
均
値

で
な
く
分
布
を
見
て
決
定

し
、
医
療
機
関
の
費
用
負
担

軽
減
に
努
め
る
よ
う
求
め

た
。ま

た
、
今
回
の
調
査
で
診

療
所
に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の

実
情
を
把
握
で
き
た
と
し

て
、
「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は

国
策
と
し
て
進
め
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
全
面

的
な
支
援
が
必
須
で
あ
り
、

現
場
の
実
情
に
即
し
た
し
っ

か
り
と
し
た
手
当
て
と
し

て
、
診
療
報
酬
と
補
助
金
あ

る
い
は
基
金
な
ど
あ
ら
ゆ
る

手
段
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
ス
ピ
ー
ド
感
は
重
要
で
あ

る
が
、
拙
速
に
進
め
て
さ
ま

ざ
ま
な
混
乱
や
障
害
が
起
こ

る
こ
と
で
国
民
、
医
療
関
係

者
か
ら
の
信
頼
、
安
心
感
を

失
う
こ
と
が
最
大
の
逆
風
と

な
る
た
め
、
急
が
ず
、
丁
寧

に
き
め
細
か
く
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
し
て
、

日
本
医
師
会
も
し
っ
か
り
と

協
力
し
て
、
で
き
る
だ
け
分

か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し

て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ

ス
の
一
時
停
止
に
つ
い
て

そ
の
他
、
長
島
常
任
理
事

は
冒
頭
に
、
電
子
処
方
箋
管

理
サ
ー
ビ
ス
が
令
和
６
年
12

月
20
日
か
ら
一
時
停
止
と
な

っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
言

及
。日
本
医
師
会
と
し
て
は
、

医
療
機
関
の
意
図
と
は
異
な

る
誤
っ
た
情
報
に
基
づ
い
た

調
剤
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

今
回
の
事
案
に
つ
い
て
、
健

康
被
害
が
発
生
し
得
る
重
大

な
問
題
ゆ
え
に
万
全
な
対
策

を
す
べ
き
で
あ
り
、
電
子
処

方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
一
時

停
止
及
び
一
斉
点
検
期
間
の

延
長
の
厚
労
省
の
対
応
は
妥

当
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し

た
上
で
、
今
後
の
再
発
予
防

及
び
こ
の
よ
う
な
状
況
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

整
備
が
極
め
て
重
要
に
な
る

と
し
た
。

ま
た
、
「
医
療
Ｄ
Ｘ
は
、

医
学
的
な
安
全
を
最
優
先
す

べ
き
で
あ
り
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を

進
め
る
上
で
、
国
民
と
医
療

関
係
者
の
信
頼
や
安
心
感
が

最
大
の
普
及
策
と
な
る
」
と

し
て
、
厚
労
省
に
対
応
を
求

め
る
と
と
も
に
、
「
日
本
医

師
会
と
し
て
も
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　石川県医師会は、2024年元日に発
生した能登半島地震から1年を迎え
たことを受けて制作した、映像アー
カイブ「医師たちの奮闘 ─能登半島
地震／能登豪雨─」（一部、 記事）
を同県医師会のホームページで公開
しています。
　本企画は、石川県医師会と地震発
生3日後から能登に住み込み、情報収集と映像制作による発信を行ってき
た被災地メディア「MuTube─被災地と未災地をよくするメディア─」
によるコラボ事業として制作したもの。各動画では、能登半島地震の被
災4市町を中心としたクリニック及び総合病院の28施設で災害対応の主
力となった院長や医師へヒアリングを行った模様や、発災当時の状況か
らその後のクリニックの運営状況などが映像または記事により記録され
ている他、被災医師から全国の医療関係者への教訓と提言もメッセージ
として掲載されています。
　また、対談には震災時、地域のかかりつけ医、七尾市医師会、石川県
医師会、そして日本医師会というそれぞれの立場で対応に当たった佐原
博之常任理事も参加するなど、その制作に当たっては日本医
師会も協力していますので、ぜひ、御覧下さい。

       https://www.ishikawa.med.or.jp/2024_noto/

石川県医師会
 映像アーカイブ「医師たちの奮闘 
        ─能登半島地震／能登豪雨─」

を公開
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こ
と
等
を

通
じ
て
、

社
会
的
信

頼
の
向
上

等
を
目
指

し
た
組
織

運
営
を
見

つ
め
直
す
機
会
と
な
る
よ
う

期
待
を
寄
せ
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、
大
野
卓

内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会

事
務
局
（
公
益
法
人
行
政
担

当
室
）
次
長
が
、
「
２
０
２

４
年
公
益
法
人
制
度
改
革
で

何
が
変
わ
る
の
か
」
と
題
し

て
講
演
。
明
治
31
年
に
で
き

た
旧
公
益
法
人
制
度
が
平
成

20
年
に
現
行
の
公
益
法
人
制

度
に
改
革
さ
れ
、
更
に
、
約

９
７
０
０
あ
る
法
人
か
ら
民

間
の
活
力
を
引
き
出
し
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
令
和
６
年
に
法
改
正
、

７
年
４
月
の
施
行
に
よ
り
新

し
い
公
益
法
人
制
度
と
な
る

と
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
、
（
１
）
財
務
規
律
の
柔

軟
化
・
明
確
化
、
（
２
）
行

政
手
続
の
簡
素
化
・
合
理

化
、
（
３
）
自
律
的
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
充
実
、
透
明
性
の
向

上

─
を
列
挙
。

（
１
）
に
つ
い
て
は
、
財

務
規
律
の
う
ち
、
現
行
の
ル

ー
ル
が
厳
し
い
と
さ
れ
て
い

た
収
支
相
償
原
則
と
遊
休
財

産
規
制
を
よ
り
柔
軟
な
方
向

に
見
直
す
も
の
で
あ
る
と

し
、
単
年
度
の
事
業
収
入
と

費
用
を
比
較
し
て
黒
字
が
出

た
ら
２
年
間
で
解
消
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
収

支
相
償
」
は
、
「
中
期
的
収

支
均
衡
」
と
し
て
、
黒
字
を

都
道
府
県
医
師
会
公
益
法
人
制
度
改
革
担
当
理
事
連
絡
協
議
会

４
月
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
向
け

                                  

変
更
点
な
ど
を
説
明

美
術
館
に
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ

ャ
ッ
ク
展
」
を
観
に
行
っ
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
２
４

０
余
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
原

画
や
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
鑑
賞
に
２
～
３
時
間

が
掛
か
る
。
そ
れ
で
も
多
く

の
客
で
混
み
合
っ
て
い
た
。

劇
画
ブ
ー
ム
の
影
響
を
受

け
、
１
９
７
３
年
11
月
に
虫

プ
ロ
が
倒
産
。
そ
れ
か
ら
間

も
な
く
始
ま
っ
た
「
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
」
は
手
塚
先
生

に
と
っ
て
は
起
死
回
生
の
作

品
と
な
っ
た
。
題
材
は
「
医

療
」
。
主
人
公
の
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ャ
ッ
ク
は
無
免
許
の
天
才

外
科
医
で
あ
り
、
治
療
に
対

し
て
多
額
の
報
酬
を

求
め
る
、
漫
画
で
は

前
例
の
な
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
設
定
で
あ

っ
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
は
必

死
で
生
き
よ
う
と
す
る
者
、

必
死
で
他
人
を
助
け
よ
う
と

す
る
者
に
は
限
り
な
く
優
し

い
が
、
権
力
に
く
み
す
る
者
、

体
面
を
取
り
繕
う
者
、
他
人

の
命
を
軽
ん
ず
る
者
に
は
容

赦
な
く
多
額
の
報
酬
を
請
求

す
る
。

ま
た
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ

ッ
ク
」
の
中
で
は
命
を
救
う

場
面
だ
け
で
な
く
、
い
か
に

死
ぬ
か
が
描
か
れ

て
い
る
。
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
が
た

だ
一
人
尊
敬
す

る
、
命
の
恩
人
で
あ
る
本
間

丈
太
郎
医
師
の
「
人
間
が
生

き
物
の
生
死
を
自
由
に
し
よ

う
な
ん
て
、
お
こ
が
ま
し
い

と
思
わ
ん
か
ね
」
も
考
え
さ

せ
ら
れ
る
名
言
だ
っ
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
中

で
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な

い
非
現
実
的
で
不
可
能
な
手

術
が
成
功
す
る
。
現
実
で
は

あ
り
得
な
い
が
、
漫
画
で
は

そ
れ
が
許
さ
れ
る
。
そ
の
中

で
出
て
く
る
生
死
の
物
語
や

名
言
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

医
師
偏
在
、
外
科
医
不
足

の
中
、
学
生
時
代
に
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
を
読
み
、
外
科

医
に
憧
れ
外
科
医
に
な
っ
た

自
分
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
展
」
を
観
な
が
ら
懐
か
し

く
思
い
出
し
た
。

�

（
禿
）

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク

５
年
間
で
解
消
（
過
去
４
年

間
で
赤
字
が
あ
れ
ば
通
算
可

能
）
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
し
た
。

ま
た
、
使
途
不
特
定
財
産

の
保
有
の
上
限
を
公
益
目
的

事
業
費
の
１
年
分
と
す
る

「
遊
休
財
産
規
制
」
を
見
直

し
、
「
予
備
財
産
」
と
し
て
、

公
益
目
的
事
業
を
継
続
す
る

た
め
の
必
要
な
財
産
を
、
必

要
性
や
必
要
額
等
を
法
人
自

ら
公
表
す
る
こ
と
で
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
説

明
し
た
。

（
２
）
に
つ
い
て
は
、
収

益
事
業
を
変
更
す
る
場
合
に

お
い
て
、廃
止
や
新
規
追
加
、

内
容
の
変
更
な
ど
公
益
目
的

事
業
の
該
当
性
に
変
化
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ

ば
、
変
更
手
続
き
を
事
前
の

「
認
定
」か
ら
事
後
の「
届
出
」

に
簡
素
化
す
る
も
の
で
あ
る

と
概
説
。

（
３
）
に
つ
い
て
は
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
と

し
て
、
外
部
理
事
・
監
事
を

少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
１
名

選
任
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

透
明
性
向
上
と
し
て
、
公
益

目
的
事
業
・
収
益
事
業
・
法

人
運
営
に
区
分
し
た
経
理
が

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
強

調
。
「
そ
の
財
務
諸
表
と
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
取
り
組
み

を
記
し
た
事
業
報
告
な
ど
の

定
期
提
出
書
類
は
、
行
政
庁

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

る
こ
と
に
な
る
」と
述
べ
た
。

続
い
て
、
松
岡
か
お
り
常

任
理
事
の
司
会
の
下
、
竹
井

豊
公
益
法
人
協
会
理
事
・
業

務
部
長
が
「
公
益
法
人
制
度

改
革
へ
の
具
体
的
な
対
応
」

と
題
し
、
改
正
点
の
実
務
的

取
り
扱
い
を
詳
説
し
た
。

外
部
理
事
に
関
し
て
は
、

①
当
該
法
人
ま
た
は
そ
の
子

法
人
の
業
務
執
行
理
事
ま
た

は
使
用
人
で
は
な
く
、か
つ
、

そ
の
就
任
前
10
年
間
に
当
該

法
人
ま
た
は
子
法
人
の
業
務

執
行
理
事
ま
た
は
使
用
人
で

あ
っ
た
こ
と
が
な
い
②
公
益

社
団
法
人
で
あ
る
場
合
は
そ

の
社
員
で
な
い

─
な
ど
の

要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
と

し
、
外
部
監
事
に
関
し
て
は

外
部
理
事
以
上
に
外
部
性
を

求
め
る
要
件
と
な
っ
て
い
る

と
強
調
。ま
た
、定
款
の
改
正

等
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
出
て

く
る
な
ど
の
注
意
を
促
し
た
。

情
報
開
示
に
関
し
て
は
、

①
役
員
報
酬
等
②
法
人
関
係

者
と
の
取
引
③
海
外
送
金
に

係
る
情
報

─
に
つ
い
て
も

必
要
と
な
る
と
説
明
。
①
は

現
状
の
「
役
員
報
酬
規
程
・

理
事
・
監
事
等
の
報
酬
等
の

総
額
」
に
加
え
、
「
２
０
０

０
万
円
超
の
報
酬
・
給
与
を

受
け
る
役
員
に
つ
い
て
金
額

及
び
そ
の
額
と
す
る
理
由
」

も
公
表
す
る
よ
う
見
直
さ
れ

た
と
し
た
。

事
業
報
告
に
関
し
て
は
、

令
和
６
年
の
認
定
法
の
改
正

に
よ
り
、
「
各
事
業
年
度
に

お
け
る
公
益
目
的
事
業
の
実

施
状
況
」
と
「
当
該
公
益
法

人
の
運
営
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
の
取
組
」
も
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
た
と
し
、
公
益
目
的
事

業
の
成
果
や
評
価
、
自
発
的

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
取

り
組
み
も
記
載
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
と
し
た
上
で
、「
特

に
医
師
会
に
お
い
て
は
委
員

会
活
動
の
記
載
が
好
事
例
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
他
、
平
成
20
年
公
益

法
人
会
計
基
準
を
採
用
し
て

い
る
移
行
法
人
に
お
い
て

も
、
新
た
な
公
益
法
人
会
計

基
準
の
適
用
を
受
け
る
（
３

年
間
の
経
過
措
置
有
り
）
と

し
て
、
同
会
計
基
準
の
見
直

し
の
考
え
方
や
運
用
指
針
の

留
意
点
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
外
部
理

事
・
監
事
の
要
件
に
関
す
る

質
問
が
相
次
ぎ
、
大
野
内
閣

府
公
益
認
定
等
委
員
会
事
務

局
次
長
は
「
法
人
法
上
の
業

務
執
行
理
事
（
監
事
の
場
合

は
理
事
）ま
た
は
使
用
人
、社

員
等
は
外
部
理
事
・
監
事
に

な
れ
な
い
が
、法
律
上
、会
員

ま
で
は
縛
っ
て
い
な
い
形
と

な
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
。

都
道
府
県
医
師
会
公
益
法

人
制
度
改
革
担
当
理
事
連
絡

協
議
会
が
昨
年
12
月
13
日
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

本
協
議
会
は
、
令
和
７
年

４
月
の
公
益
法
人
制
度
改
革

に
向
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
当
日
は
、
内
閣
府
公
益

認
定
等
委
員
会
事
務
局
と
公

益
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会

よ
り
制
度
の
変
更
点
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
の
質
疑
で
は
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

城
守
国
斗
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
松
本
吉
郎
会
長
は
、
令

和
７
年
４
月
か
ら
の
公
益
法

人
制
度
改
革
を
見
据
え
、
公

益
認
定
を
受
け
た
医
師
会

が
、
法
令
等
を
遵
守
し
た
適

切
な
組
織
運
営
を
行
え
る
よ

う
、
公
益
法
人
と
し
て
の
役

割
、
運
営
を
正
し
く
理
解
し
、

行
動
を
徹
底
す
る
こ
と
を
求

め
る
と
と
も
に
、
「
公
益
認

定
を
受
け
て
い
な
い
医
師
会

に
お
い
て
も
、
所
管
す
る
公

益
法
人
た
る
郡
市
区
等
医
師

会
へ
の
対
応
の
他
、
医
師
会

が
社
会
的
な
信
頼
に
基
づ
き

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
、
今
回
の
公
益
法
人

制
度
改
革
の
概
要
を
理
解
す

る
こ
と
は
、
今
後
の
会
務
運

営
に
有
意
義
で
あ
る
」
と
強

調
。
公
益
性
や
法
的
透
明
性

の
確
保
、
更
に
は
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
等
を
理
解
す
る

お知らせ
　都道府県医師会公益法人制度改革担当理事連絡協議
会の模様は、日本医師会ホームページ内のメンバーズ
ルームに掲載していますので、ぜひ、ご活用下さい。
　なお、視聴のためにはユーザー名とパスワードが必
要となりますので、ご不明な方は事務局までお問い合
わせ下さい。



日 医 ニ ュ ー ス 第1519号（4）令和7年1月20日〔第3種郵便物認可〕

社会保障審議会医療部会（令和6年12月18日）

● �入院医療だけではなく、外来・在宅医療、介護との連携、人材確保
等を含めた地域の医療提供体制全体の課題解決を図る新たな地域医
療構想の策定
・�病床の機能区分（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）について「回
復期機能」を「包括期機能」として位置付け

●�医療機関機能（高齢者救急・地域急性期機能、在宅医療等連携機能、
急性期拠点機能、専門等機能、医育及び広域診療機能）の報告制度
の創設
・�二次医療圏を基本とした地域での協議の他、都道府県単位での協議、
在宅医療等のより狭い区域での協議を実施
・�新たな構想の取り組みを推進するための総合確保基金の見直し
●�都道府県知事の権限（医療機関機能報告の創設に伴う必要な機能の
確保、基準病床数と必要病床数の整合性の確保等）

●�厚生労働大臣の責務明確化（データ分析･共有、研修等の支援策）
●�新たな地域医療構想に精神医療を位置付ける

2040年頃を見据えた新たな地域医療構想

＜医師確保計画の実効性の確保＞
● �「重点医師偏在対策支援区域(仮称)」の設定
・「医師偏在是正プラン(仮称)」の策定

＜地域の医療機関の支え合いの仕組み＞
・�医師少数区域等での勤務経験を求める管理者要件の対象医療機関の
公的医療機関等への拡大等

●�外来医師過多区域における、新規開業希望者への地域で不足する医
療や医師不足地域での医療の提供の要請・勧告・公表と、保険医療
機関の指定(６年から３年等への短縮)を連携して運用

●�保険医療機関の管理者要件

＜経済的インセンティブ等＞
● �重点医師偏在対策支援区域における支援を実施
　 ▼ 診療所の承継・開業・地域定着支援
　 ▼ 派遣医師･従事医師への手当増額
　　→保険者から広く負担を求め、給付費の中で一体的に捉える
　 ▼ 医師の勤務･生活環境改善、派遣元医療機関へ支援
　※�医師偏在への配慮を図る観点から、診療報酬の対応を更に検討
・全国的なマッチング機能の支援
・医師養成過程を通じた取り組み

医師偏在対策

その他、一般社団法人立医療機関に対する非営利性の徹底、持ち分なし医療法人への移行計画の認定期限の延長等の措置を行う。

●�電子カルテ情報共有サービスの構築・普及、次の感染症危機に備え
た電子カルテ情報の利用等

●�マイナ保険証１枚で医療費助成を受けられる仕組みの整備等
●�公的データベースの利用促進などの医療等情報の二次利用の推進
●�社会保険診療報酬支払基金を、医療DXに係るシステム開発・運用主
体として抜本的に改組　等

医療DXの推進

● �オンライン診療の法定化・基準の明示
●�オンライン診療受診施設の設置者における届出　等

オンライン診療の推進

● �美容医療を行う医療機関等の報告・公表の仕組みの導入�
（報告事項）
　 ▼ �安全管理措置の実施状況／専門医資格の有無／相談窓口の設置状

況等
・関係学会によるガイドライン策定　等

美容医療への対応

2040年頃に向けた医療提供体制の総合的な改革（案）

社
会
保
障
審
議
会
医
療
部

会
が
昨
年
12
月
18
日
に
開
か

れ
、
「
２
０
４
０
年
頃
に
向

け
た
医
療
提
供
体
制
の
総
合

的
な
改
革
に
関
す
る
意
見

案
」
に
つ
い
て
審
議
し
、
文

言
の
修
正
を
座
長
一
任
と
す

る
こ
と
で
了
承
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

意
見
案
で
は
、
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
「
新
た
な

地
域
医
療
構
想
の
策
定
を
進

め
、
医
師
偏
在
の
是
正
を
総

合
的
に
推
進
し
、
医
療
分
野

の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
確
実
か

つ
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
や

ケ
ア
を
効
率
的
に
提
供
す
る

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
た
上
で
、「
新
た
な

地
域
医
療
構
想
」「
医
師
偏
在

対
策
」「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
」「
美

容
医
療
へ
の
対
応
」「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
推
進
」
に
関
す
る

改
革
内
容
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
い
る
（
各
項
目
の
具
体

的
な
内
容
は
別
掲
を
参
照
）
。

こ
の
う
ち
「
新
た
な
地
域

医
療
構
想
」
や
「
医
師
偏
在

対
策
」
に
つ
い
て
は
、
「
新

た
な
地
域
医
療
構
想
等
に
関

す
る
検
討
会
」
の
「
と
り
ま

と
め
」
等
の
内
容
の
と
お
り

と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

検
討
会
の
と
り
ま
と
め
の

中
で
は
、
「
新
た
な
地
域
医

療
構
想
」
に
つ
い
て
、
医
療

計
画
の
上
位
概
念
と
し
て
位

置
付
け
る
と
し
た
上
で
、
病

床
機
能
に
関
し
て
は
「
回
復

期
機
能
」
を
日
本
医
師
会
が

提
案
し
て
い
た
「
包
括
期
機

能
」
と
い
う
名
称
及
び
定
義

に
見
直
す
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
に
つ
い
て
は
、
在
宅

医
療
や
医
療
介
護
連
携
等
に

関
し
て
も
議
論
の
対
象
と
な

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
医

師
会
が
要
望
し
て
い
た
介
護

や
市
区
町
村
関
係
者
も
参
画

す
る
こ
と
及
び
、
厳
し
い
医

療
機
関
経
営
の
状
況
を
鑑

み
、
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
な
が

ら
協
議
を
実
施
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
、
基
準
病
床
数
と

必
要
病
床
数
の
整
合
性
の
確

保
等
に
つ
い
て
は
日
本
医
師

会
が
反
対
し
て
い
た
、
既

存
・
許
可
病
床
数
が
基
準
病

床
数
・
必
要
病
床
数
を
上
回

る
場
合
に
、
都
道
府
県
の
要

請
・
勧
告
・
公
表
の
対
象
と

す
る
と
い
っ
た
記
載
は
見
送

ら
れ
た
。

一
方
、
「
医
師
偏
在
対
策
」

に
関
し
て
は
総
合
的
に
実
施

し
、
全
て
の
医
師
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
と
と
も
に
、
へ
き

地
保
健
医
療
対
策
を
超
え
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
等
が

示
さ
れ
て
い
る
。

外
来
医
師
過
多
区
域
に
お

け
る
新
規
開
業
希
望
者
へ
の

地
域
で
必
要
な
医
療
機
能
の

要
請
等
の
仕
組
み
の
実
効
性

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
保
険

医
療
機
関
の
不
指
定
や
指
定

取
消
と
い
う
規
制
的
手
法
を

求
め
る
意
見
と
、
日
本
医
師

会
が
主
張
し
て
い
た
「
保
険

医
療
機
関
の
不
指
定
や
指
定

取
消
は
、
憲
法
上
の
職
業
選

択
の
自
由
や
営
業
の
自
由
に

抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
も
の

で
、
認
め
る
余
地
は
な
い
」

等
の
意
見
が
両
論
併
記
と
な

っ
て
い
る
。

当
日
の
議
論
の
中
で
、

田
徹
副
会
長
は
「
新
た
な
地

域
医
療
構
想
」
に
お
い
て
、

「
回
復
期
機
能
」
が
「
包
括

期
機
能
」
に
名
称
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
関
し
て
、
「
日
本

医
師
会
が
か
ね
て
よ
り
主
張

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
」
と

し
て
改
め
て
賛
意
を
示
す
と

と
も
に
、
国
民
や
患
者
、
病

床
機
能
報
告
を
行
う
地
域
の

医
療
機
関
へ
の
周
知
に
協
力

す
る
考
え
を
表
明
。
ま
た
、

地
域
医
療
構
想
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
「
各
医
療
機
関

が
地
域
の
実
情
の
変
化
や
機

能
報
告
を
見
な
が
ら
地
域
で

の
将
来
の
立
ち
位
置
を
検
討

し
、
自
主
的
に
考
え
て
い
く

こ
と
、
地
域
の
関
係
者
で
協

議
し
、
地
域
の
将
来
の
医
療

提
供
体
制
を
方
向
付
け
て
い

く
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
重

要
に
な
る
」
と
し
た
。

「
医
師
偏
在
対
策
」
に
関

し
て
は
、
「
日
本
医
師
会
の

医
師
偏
在
対
策
に
関
す
る
６

項
目
の
提
案
が
盛
り
込
ま
れ

た
内
容
に
な
っ
て
い
る
点
で

基
本
的
に
評
価
し
て
い
る
」

と
し
た
上
で
、
「
今
後
は
、

通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
医

療
法
等
の
改
正
法
案
等
で
国

民
皆
保
険
を
堅
持
し
、
良
質

で
安
全
な
医
療
提
供
体
制
に

つ
な
が
る
制
度
改
革
に
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
」

と
強
調
し
た
。

更
に
、
ド
イ
ツ
の
例
を
紹

介
し
、
医
師
偏
在
の
解
消
の

た
め
に
規
制
的
な
手
法
を
取

る
こ
と
は
効
果
が
な
い
こ
と

を
改
め
て
強
調
し
た
。

黒
瀨
巌
常
任
理
事
は
ま

ず
、
基
本
的
な
考
え
方
に
対

し
て
、
「
高
等
教
育
の
段
階

か
ら
、
社
会
保
障
や
医
療
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
け
た
上
で
医
学
部
に
進

学
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

医
師
偏
在
や
養
成
シ
ス
テ
ム

等
に
関
す
る
理
解
の
あ
る
医

師
を
養
成
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
指
摘
。
「
新
た
な

地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
「
民
間
病
院
が
経
営
的

に
も
危
機
に
瀕
し
て
い
る
中

で
、
安
易
に
そ
の
病
床
を
制

限
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
病

床
の
転
換
を
迫
る
と
い
っ
た

こ
と
は
閉
院
に
つ
な
が
る
危

険
が
あ
る
」
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
実
情
を
見
な

が
ら
将
来
予
測
を
丁
寧
に
立

て
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
「
医
師
偏
在
対
策
」

の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
外
来
医
師
過
多
区
域
に

お
け
る
新
規
開
業
希
望
者
に

対
し
、
開
業
６
カ
月
前
に
、

提
供
予
定
の
医
療
機
能
等
の

届
出
を
求
め
、
協
議
の
場
へ

の
参
加
、
地
域
で
不
足
す
る

医
療
や
医
師
不
足
地
域
で
の

医
療
の
提
供
の
要
請
を
可
能

と
し
、
要
請
に
従
わ
な
い
医

療
機
関
に
対
し
て
は
勧
告
・

公
表
、
保
険
医
療
機
関
と
し

て
の
指
定
期
間
を
短
縮
す
る

と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
強
制
的
な
手
法
は
そ

ぐ
わ
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
医
療
レ
ベ
ル
を
担
保
す
る

た
め
に
は
あ
る
程
度
し
っ
か

り
と
研
修
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
医
療
機
能
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
都
道
府
県
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
機
能
を
習
得
す

る
期
間
の
猶
予
を
与
え
る
と

い
っ
た
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
提
案
。
更
に
、

地
域
の
医
師
会
が
医
療
機
能

の
習
得
の
相
談
や
支
援
を
行

う
取
り
組
み
の
必
要
性
も
強

調
し
た
。

今
回
、
意
見
案
が
了
承
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
厚
生

労
働
省
で
は
昨
年
12
月
25
日

に
「
医
師
偏
在
の
是
正
に
向

け
た
総
合
的
な
対
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
を
公
表
。
こ
れ
ら
を

基
に
次
期
通
常
国
会
に
関
連

法
案
の
提
出
を
目
指
す
予
定

と
し
て
い
る
。

〔社会保障審議会医療部会（令和6年12月18日開催）資料より〕

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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医
師
会
の
組
織
強
化
を
目

的
と
し
た
研
修
医
の
会
費
無

料
化
は
非
常
に
画
期
的
で
、

多
く
の
若
手
医
師
に
医
師
会

の
門
を
た
た
い
て
頂
け
た
こ

と
は
大
変
う
れ
し
い
限
り
で

あ
る
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

Sustainability

が
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
医
師
会
で
活

沖
縄
県
医
師
会
若
手
医
師
チ
ー
ム
：

Team
 F-V

ision supported by 
O

M
A

 

（O
kinaw

a M
edical 

A
ssociation

）
の
結
成
と
沖
縄
県

の
未
来
の
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

―
沖
縄
県
医
師
会
―

動
を
す
る
こ
と
、
地
域
の
、

都
道
府
県
あ
る
い
は
国
の
医

療
を
つ
く
る
こ
と
を
若
い
世

代
の
先
生
方
に
も
〝
わ
た
く

し
ご
と
〟
と
し
て
捉
え
て
頂

き
、
若
い
世
代
に
も
積
極
的

に
医
師
会
活
動
に
参
加
を
頂

く
下
地
づ
く
り
と
、
加
え
て

若
い
世
代
の
意
見
が
し
っ
か

り
と
医
療
施
策
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
、
沖
縄
県
医
師
会
で
は
若

手
医
師
の
チ
ー
ム
「Team 

F-Vision 
supported 

by 

OMA

」
を
結
成
し
た
。

コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
30
～
40

歳
代
前
半
の
12
人
の
先
生
方

と
、
私
を
含
め
たAround 

50
歳
の
ド
ク
タ
ー
３
人
が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
し
て
い

る
。ま

た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
賛
同
頂
い
た
医
学
生
や
研

修
医
の
皆
様
、
医
師
会
の
理

事
の
先
生
方
や
先
輩
医
師
の

皆
様
でLINE

グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
こ
ち
ら
に
は
現
在
53

人
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

Team 
F-Vision

で
は
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。
地
区
医
師
会
理
事

会
意
見
交
換
会
と
そ
の
後
の

懇
親
会
（
那
覇
市
医
師
会
理

事
会
に
参
加
、
今
後
は
各
地

区
医
師
会
や
県
医
師
会
理
事

会
へ
の
参
加
と
懇
親
会
予

定
）
に
加
え
て
、
座
談
会
を

開
催
し
、
医
師
会
活
動
や
医

療
に
対
す
る
思
い
を
動
画
発

信
し
て
い
る
。

YouTube

琉
球
大
学
医
学
部
の
学
生

を
対
象
と
し
た
講
義
や
、
新

研
修
医
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

でTeam 
F-Vision

の
Ｐ
Ｒ

も
さ
せ
て
頂
き
、
詳
細
に
つ

い
て
は
後
程
触
れ
る
が
、

Team 
F-Vision

主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
今
ま
で
２
回

開
催
さ
せ
て
頂
い
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

が
、Team 

F-Vision

の

取

り
組
み
が
少
し
ず
つ
若
い
世

代
に
浸
透
し
始
め
て
き
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
す
る

と
、
「
（
医
師
会
は
）
ベ
テ
ラ

ン
医
師
が
多
く
、
堅
苦
し
い

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
若
い

先
生
も
い
て
明
る
い
雰
囲
気

だ
っ
た
の
で
驚
い
た
」
「
皆

さ
ん
す
ご
く
仲
が
良
さ
そ
う

で
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い
る

の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」

「
医
師
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ

ま
り
良
く
な
か
っ
た
が
、
加

入
し
た
い
と
思
っ
た
」
「
会

費
を
取
る
だ
け
の
会
で
は
な

く
、
沖
縄
の
医
療
を
支
え
る

重
要
な
組
織
で
あ
る
と
感
じ

た
」
な
ど
、
大
変
う
れ
し
い

コ
メ
ン
ト
を
数
多
く
頂
い

釜萢副会長出演動画を
 公式YouTubeチャンネルに掲載中
  「小児科医かまやち先生に聞く」シリーズ

「HPVワクチンの接種を検討してみよう！」

　日本医師会ではこのほど、
釜萢敏副会長出演の動画「小
児科医かまやち先生に聞く～
この冬に子ども達が気をつけ
たい病気シリーズ」（3本）並
びに「HPVワクチンの接種
を検討してみよう！─キャッ
チアップ接種の期間が条件
付きで延長されました」を制
作 し、 日 本 医 師 会 公 式
YouTubeチャンネルに掲載し
ています。
　「小児科医かまやち先生に
聞く」では、「インフルエンザ」

「マイコプラズマ肺炎」「ノロウイルス」について、治療法、予防法、お
子さんが罹患した場合に看病の際に気をつけたいことなどを、「HPVワ
クチンの接種を検討してみよう！」では、キャッチアップ接種の期間が
延長となった背景や接種条件などを、それぞれ解説していますので、
ぜひご覧下さい。
希望者に動画データを差し上げています
　なお、今回制作した動画は、待合室などでも放映してもらえるよう、
字幕付きのデータ（MP4ファイル）で差し上げています。ご希望の方は、
（1）所属医療機関、（2）氏名、（3）電話番号、（4）使用目的─
を明記の上、日本医師会広報課宛てに、＜タイトルを動画「小児科医か
まやち先生に聞く」あるいは「HPVワクチンの接種を検討してみよう！」
希望＞として、メールでお申し込み下さい。お送り頂きましたメールアド
レス宛てに動画のダウンロードURLをお知らせいたします（ただし、「小
児科医かまやち先生に聞く」のデータは3本まとめての送付となります）。
申し込み・問い合わせ先：

日本医師会広報課　  kouhou@po.med.or.jp

た
。若

い
世
代
が

積
極
的
に
能
動

的
に
医
師
会
活

動
に
参
加
し
、

若
い
世
代
の
先

生
方
が
主
体
と

な
っ
て
医
師
会

活
動
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
皆
様

の
〝
心
に
刺
さ

る
情
報
発
信
〟

を
行
う
こ
と
が

極
め
て
重
要
だ

と
感
じ
た
。

さ
て
、
２
０

２
４
年
10
月
24

日
に
は
沖
縄
県

の
未
来
の
医
療

を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
若

い
医
師
、
医
学

生
の
大
交
流
会
！
　

集
ま

れ
、
語
り
つ
く
せ
、
仲
間
を

創
ろ
う
！

」
を
開
催
し
た
。

日
本
医
師
会
の
黒
瀨
巌
常

任
理
事
に
ご
来
県
頂
き
、
組

織
強
化
に
関
す
る
ご
講
演
を

賜
っ
た
後
に
、
医
師
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た

全
員
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ
た
。

医
学
生
や
研
修
医
の
先
生

方
、
ま
た
、
若
手
か
ら
中
堅
、

熟
練
医
師
ま
で
幅
広
い
世
代

の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
先

輩
方
は
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
、
学
生
は
医
学
の

道
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
や
将

来
の
医
師
像
を
展
望
す
る
大

変
有
意
義
な
討
議
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

加
え
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

後
の
懇
親
会
で
は
飲
食
を
交

え
な
が
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

振
り
返
り
や
、
世
代
の
垣
根

を
超
え
た
交
流
が
な
さ
れ
、

同
じ
高
校
の
大
後
輩
（
沖
縄

尚
学
高
校
の
30
期
後
輩
）
と

も
、
医
療
だ
け
で
は
な
い
非

常
に
楽
し
い
交
流
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

沖
縄
県
医
師
会
は
、
先
輩

方
が
築
き
上
げ
た
伝
統
を
継

承
し
な
が
ら
、Team 

F- 

Vision

を
中
心
と
し
た
ブ
ラ

ン
ニ
ュ
ー
な
新
し
い
風
も
吹

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
お

い
て
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
る
。
沖
縄
県
医
師
会Team 

F-Vision

の
今
後
の
活
動
を

全
国
の
皆
様
に
も
ご
注
目
頂

く
と
と
も
に
、
全
国
の
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の

Team 
F-Vision

の
今
後
に

ご
期
待
頂
き
た
い
。

（
沖
縄
県
医
師
会
常
任
理

事　

玉
城
研
太
朗
）

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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ラ
テ
ン
語
ハ
ク
シ
ー
ネ
か
ら

 
白
神
翁
と
名
乗
っ
た
江
戸
末
期
の
医
師
の
物
語

  
映
画「
雪
の
花
│
と
も
に
在
り
て
│
」公
開
に
向
け
て

福
井
大
学
医
学
部
同
窓
会
白
翁
会
代
表
理
事 

北
井
隆
平

特別寄稿新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
始
ま
り
、
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
昨
今
、
ワ

ク
チ
ン
の
話
題
が
尽
き
ま
せ

ん
。
帯
状
疱
疹
、
子
宮
頸
が

ん
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
放
映
さ

れ
、
一
般
の
方
々
も
口
々
に

そ
の
重
要
性
や
副
反
応
を
議

論
し
ま
す
。

我
々
医
家
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
が
天
然
痘
の
ジ
ェ
ン
ナ

ー
の
牛
痘
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す

が
、
江
戸
時
代
末
期
、
本
邦

に
導
入
す
る
の
に
ど
れ
ほ
ど

の
努
力
が
な
さ
れ
た
か
、
そ

こ
に
ど
の
よ
う
な
人
々
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
の
か

を
知
る
人
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。

命
を
賭
し
て
天
然
痘
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
牛
痘
を
輸
送

し
、
絶
苗
し
な
い
よ
う
植
え

継
い
だ
人
々
の
物
語
、
映
画

「
雪
の
花
─

と
も
に
在
り
て

─
」
が
２
０
２
５
年
１
月
24

日
よ
り
公
開
さ
れ
ま
す
。
そ

の
中
心
人
物
の
福
井
藩
の
町

医
、
笠
原
良
作
（
白
翁
）
の

人
生
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

映
画
で
す
。

彼
は
ラ
テ
ン
語
の
ハ
ク
シ

ー
ネ
か
ら
白
神
翁
と
名
乗

り
、
書
で
は
白
翁
を
用
い
ま

し
た
。
今
、
現
代
の
我
々
が

振
り
返
る
と
、
そ
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
セ
ン
ス
は
秀
逸
で
あ

り
、
種
痘
後
の
皮
疹
か
ら
出

る
白
い
膿
が
ま
さ
に
病
魔
を

退
け
る
神
に
見
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

さ
て
、
天
然
痘
は
古
来
よ

り
人
々
を
苦
し
め
て
き
ま
し

た
。
発
症
し
た
乳
幼
児
の
死

亡
率
は
高
く
、
75
％
に
及
ぶ

と
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。
そ

も
そ
も
天
然
痘
の
天
然
と
い

う
の
は
自
然
に
発
症
す
る
と

い
う
意
味
で
、
し
ば
し
ば
大

流
行
し
て
い
ま
し
た
。
空
気

感
染
を
来
し
、
旅
人
や
貿
易

商
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
、

あ
る
村
人
が
発
症
す
る
と
瞬

く
間
に
村
中
に
広
ま
り
、
疫

病
と
し
て
人
々
か
ら
恐
れ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
や
微
生
物
の
知

識
の
無
か
っ
た
当
時
の
人
々

は
、
悪
鬼
神
の
仕
業
と
考
え

た
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ

ん
。
鬼
が
嫌
う
と
い
う
赤
い

色
の
褌

ふ
ん
ど
し

を
付
け
た
り
、
赤
い

牛
で
退
散
を
願
っ
た
も
の
で

し
た
。
「
赤
べ
こ
」
や
高
山

市
の
お
土
産
の
「
さ
る
ぼ
ぼ

（
赤
い
サ
ル
の
赤
ん
坊
）
」
に

も
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
の

お
ま
じ
な
い
の
意
味
が
あ
る

そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
江
戸
末
期
、
西

洋
で
は
牛
痘
法
が
発
見
さ
れ

ま
す
（
１
７
９
８
年
）
。
牛

痘
を
人
に
移

す
こ
と
で
、

人
痘
（
天
然

痘
）
を
軽
く

す
る
と
い
う

方
法
で
す
。

蘭
学
を
勉
強

し
て
い
た
当

時
の
知
識
人

は
牛
痘
を
日

本
に
輸
入
し

よ
う
と
努
力

し
ま
す
が
、

う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
漿

し
ょ
う

（
液
体
）
の
状
態
の
牛
痘
を

持
ち
込
み
ま
し
た
が
免
疫
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
長
期
の
航
海
で
失
活
、

腐
敗
し
た
よ
う
で
す
。

１
８
３
６
年
、
福
井
藩
の

笠
原
白
翁
は
疫
病
対
策
で
疲

れ
た
体
を
癒
そ
う
と
山
中
温

泉
に
逗

と
う
り
ゅ
う留
し
ま
す
。
そ
こ
で

偶
然
、
加
賀
大
聖
寺
の
町
医
、

大
武
了
玄
と
出
会
い
、
天
然

痘
を
防
ぐ
に
は
蘭
学
で
あ
る

と
の
示
唆
を
受
け
ま
す
。
当

時
の
医
師
は
免
許
制
度
も
な

く
、
藩
医
は
世
襲
、
町
医
な

ど
は
徒
弟
制
度
で
全
て
漢
方

医
で
す
。
京
都
へ
行
き
、
蘭

学
を
修
め
た
笠
原
白
翁
は
牛

痘
が
中
国
ま
で
伝
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
鎖
国
の
当
時
、

全
て
の
も
の
は
禁
輸
で
す
。

藩
主
松
平
春
嶽
公
経
由
で
幕

府
の
許
し
を
得
て
、
中
国
か

ら
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
矢

先
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
モ
ー

ニ
ッ
ケ
が
か
さ
ぶ
た
の
状
態

で
持
ち
込
ん
だ
も
の
が
長

崎
・
佐
賀
を
経
由
し
、
京
都

に
届
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
手
に
入

れ
、
京
都
で
接
種
を
始
め
た

の
が
１
８
４
９
年
で
す
。
大

阪
の
緒
方
洪
庵
の
申
し
出
で

適
塾
に
も
分
苗
し
ま
し
た
。

神
事
の
形
式
で
分
苗
式
が
行

わ
れ
、
し
っ
か
り
と
し
た
管

理
を
要
す
る
こ
と
、
接
種
後

の
鑑
別
に
つ
い
て
も
注
意
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

京
都
か
ら
福
井
に
向
け
、
死

を
も
覚
悟
し
た
雪
中
行
軍
の

史
実
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
映
画
で
確
か
め
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

や
っ
と
の
思
い
で
ワ
ク
チ

ン
を
福
井
藩
に
持
ち
帰
り
ま

し
た
が
、
こ
の
種
痘
は
維
持

す
る
の
が
大
変
困
難
で
す
。

維
持
の
た
め
子
ど
も
か
ら
子

ど
も
へ
１
週
間
ず
つ
植
え
継

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

子
ど
も
を
用
意
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
。
未
知
の

牛
痘
を
皮
膚
に
入
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
頭
か
ら
角
が
生

え
る
と
か
、
天
然
痘
で
死
ぬ

と
か
、
妄
信
や
危
険
性
ば
か

り
が
喧け

ん
で
ん伝
さ
れ
、
子
ど
も
が

集
ま
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
漢

方
医
も
こ
ぞ
っ
て
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。
笠
原
白
翁
は
町
医
で
藩

医
と
異
な
り
身
分
も
低
く
、

行
政
も
ま
っ
た
く
援
助
し
ま

せ
ん
。
笠
原
白
翁
の
記
録
で

も
、
多
く
の
藩
に
譲
渡
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
絶
苗
し
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
医
学
部
は
種
痘
所

を
基
礎
に
も
ち
ま
す
。
緒
方

洪
庵
の
適
塾
か
ら
大
阪
大
学

医
学
部
、
お
玉
ヶ
池
種
痘
所

か
ら
東
京
大
学
医
学
部
、
彦

三
種
痘
所
か
ら
金
沢
大
学
医

学
部
へ
と
歴
史
は
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
江
戸
末

期
、
漢
方
医
学
か
ら
西
洋
医

学
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が

あ
っ
た
そ
の
瞬
間
は
、
天
然

痘
の
ワ
ク
チ
ン
だ
っ
た
の
で

す
。

「キッザニア
  東京・甲子園・福岡 ギフトパス（1組2枚）」を

抽選でプレゼント
─締め切りは2月5日─

昨
今
の
ワ
ク
チ
ン
狂
騒
を

耳
に
す
る
た
び
、
私
は
歴
史

は
繰
り
返
す
と
の
思
い
を
新

た
に
し
ま
す
。
感
染
症
と
の

闘
い
は
人
類
の
総
力
戦
で
あ

る
こ
と
、
科
学
を
無
視
し
た

不
毛
な
議
論
が
多
数
起
こ
る

こ
と
、
批
判
は
同
業
者
か
ら

も
な
さ
れ
邪
魔
さ
れ
る
こ

と
、
防
疫
の
最
前
線
は
常
に

市し

せ

い井
の
人
々
の
幸
福
を
願
う

名
も
無
き
医
療
者
で
あ
る
こ

と
で
す
。

こ
の
映
画
の
原
作
は
吉
村

昭
の
「
雪
の
花
」
で
す
。
史

実
に
立
脚
し
た
丁
寧
な
小
説

で
、
映
画
を
見
る
前
に
ぜ
ひ

と
も
一
読
を
お
勧
め
し
ま

す
。
映
画
を
指
揮
し
た
の
は

小
泉
堯
史
監
督
で
す
。
小
泉

監
督
は
黒
澤
明
監
督
に
長
く

仕
え
、
師
亡
き
後
、
黒
澤
組

の
意
志
を
引
き
継
ぎ
映
画
を

撮
影
し
て
い
ま
す
。
彼
は
数

年
に
１
度
程
度
し
か
映
画
を

撮
影
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
実

在
す
る
人
物
に
心
酔
し
な
い

と
撮
ら
な
い
と
い
う
ポ
リ
シ

ー
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

全
盛
の
現
在
、
珍
し
く
フ
イ

ル
ム
で
撮
影
さ
れ
た
映
像
は

時
代
の
心
象
を
再
現
し
て
い

ま
す
。
試
写
会
で
本
編
を
見

ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
で

き
映
え
で
す
。

こ
の
た
び
、
映
画
「
雪
の

花
─
と
も
に
在
り
て
─
」
は

日
本
医
師
会
か
ら
の
後
援
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
ワ
ク
チ
ン
議
論
が
続
い

て
い
る
現
在
の
日
本
、
全
て

の
医
療
者
に
日
本
の
ワ
ク
チ

ン
の
歴
史
的
真
実
を
見
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　日本医師会は、3～ 15歳の子
どもを対象とした職業・社会体
験施設「キッザニア東京」に、2
月21日（金）～ 3月13日（木）
の3週間の期間限定で、今年も「診
療所」パビリオンを出展するこ
とになりました。
　小児科医として、乳児の問診・
健診や予防接種を体験してもらうことで、医療行為や健康への理解を
深めるとともに、医師の仕事への興味を喚起することを目的としてい
ます。参加者には自身の写真と名前の入った医師資格証を発行します。
　また、「キッザニア東京」を訪れる全ての子どもを対象に、予防接
種に関するクイズラリーも開催します。
　これを記念し、1組2枚の「キッザニアギフトパス」を抽選で50組
にプレゼントすることといたしました。
　下記の応募方法に従いスマートフォンから、奮ってご応募願います。

◆応募方法：

STEP１：�二次元コードを読み取り、応募フォームから必
要事項を回答（応募するには、日本医師会LINE

公式アカウントの友だち登録が必要です。未登録の方は友
だち登録の画面に飛んだ後、応募フォームに移動します）

STEP２：�応募完了！

※�応募完了後に当アカウントをブロックまたは削除した場合やご入力
頂いた内容に不備がある場合には当選が無効になります。
※�当選者には、後日、当アカウントから連絡いたします。
※�チケットの転売・譲渡の行為は一切禁止となります。
※�応募はお一人様1回に限らせて頂きます（複数応募は無効といたし
ます）。

◆応募締切：2月5日（水）

【券種】�子ども（3～ 15歳）1枚、大人（16歳～）1枚のセット�
※ギフトパス1枚につき、1名ご入場頂けます�
※�キッザニアは子どもと大人の組み合わせでご入場頂けます

【利用可能施設】�キッザニア東京／キッザニア甲子園／キッザニア福岡�
※イベント開催日など、一部除外日があります�
※�日本医師会の期間限定パビリオンは「キッザニア
東京」のみの出展です

【利用方法】�入場希望日前日16：00までに、利用施設（東京・甲子園・
福岡）の予約センターに電話し、発行された予約番号を
ギフトパスの裏面に記入して、当日持参して下さい。�
※�予約枠には限りがあるため、お早めの予約をお勧めい
たします

【有効期間】�2025年2月～ 2026年1月（1年間）

【問い合わせ先】�日本医師会広報課　 �03-3946-2121（代）

上映館などは公式ホームページで
ご確認下さい。
https://movies.shochiku.co.jp/yukinohana/
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男
子
は
昆
虫
好
き
、
女
子

は
植
物
好
き
。
夏
休
み
の
自

由
研
究
も
男
子
は
昆
虫
採

集
、
女
子
は
押
し
花
で
ほ
ぼ

決
ま
り
。
わ
が
家
の
女
房
は

や
た
ら
植
物
に
詳
し
い
が
、

カ
メ
ム
シ
も
知
ら
な
い
。
そ

し
て
私
は
昆
虫
に
は
詳
し
い

が
草
花
に
は
疎
い
。
山
菜
採

り
で
は
い
つ
も
女
房
に
バ
カ

に
さ
れ
る
。

子
ど
も
向
け
フ
ァ
ー
ブ
ル

昆
虫
記
は
そ
れ
ま
で
も
何
度

か
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。

い
い
年
に
な
っ
て
今
度
は
原

作
を
全
巻
読
破
し
よ
う
と
岩

波
文
庫
10
巻
を
買
い
込
ん

だ
。
が
、
大
体
３
巻
目
く
ら

い
で
挫
折
。
な
ぜ
か
そ
の
辺

か
ら
面
白
く
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。

何
度
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

や
っ
と
完
読
し
た
が
、
何
か

無
駄
な
努
力
を
し
た
よ
う
な

気
分
。
何
で
か
な
？

さ
て
、
昆
虫
記
の
圧
巻
は

狩
人
バ
チ
（
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク

ア
ナ
バ
チ
な
ど
）
。

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
獲
物

（
キ
リ
ギ
リ
ス
モ
ド
キ
な
ど
）

の
神
経
系
に
正
確
に
針
を
刺

し
ま
ひ
さ
せ
、
幼
虫
の
生
餌

に
す
る
。
獲
物
を
与
え
ら
れ

た
幼
虫
は
誰
に
教
え
ら
れ
た

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
獲
物

本
屋
で
見
付
け
た
小
説

「
ひ
な
た
弁
当
」
を
読
ん
だ
。

人
員
削
減
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ

を
受
け
た
中
年
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
、
公
園
で
ド
ン
グ
リ
を

拾
っ
て
い
る
親
子
を
見
掛
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
木

の
実
や
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
食
べ

ら
れ
る
野
草
に
魅
せ
ら
れ
て

い
く
。
更
に
川
で
釣
っ
た
魚

な
ど
も
食
材
と
し
て
、
弁
当

作
り
に
目
覚
め
奮
闘
し
て
い

く
人
生
大
逆
転
の
ス
ト
ー
リ

ー
だ
。

子
ど
も
が
小
学
生
の
頃
、

一
緒
に
タ
ン
ポ
ポ
の
自
由
研

究
を
や
っ
た
。

綿
毛
の
数
を
数
え
る
・
綿

毛
か
ら
植
え
て
綿
毛
に
な
る

ま
で
育
て
る
・
土
の
条
件
を

変
え
て
育
て
る
・
植
え
る
時

期
を
変
え
て
育
て
る
・
葉
や

の
体
の
、
命
に
関
係
な
い
所

か
ら
食
べ
始
め
、
最
後
ま
で

獲
物
を
生
か
し
た
ま
ま
食
べ

尽
く
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が

可
能
な
の
か
。
フ
ァ
ー
ブ
ル

は
、
全
能
の
神
が
そ
の
よ
う

に
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
と

考
え
た
。
そ
し
て
、
こ
ん
な

こ
と
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化

論
で
説
明
で
き
る
は
ず
が
な

い
と
、
進
化
論
を
否
定
し
た
。

だ
が
、
こ
れ
こ
そ
が
進
化

の
た
ま
も
の
。
生
物
界
の
一

見
不
思
議
な
出
来
事
は
全
て

進
化
の
過
程
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
も
の
。
最

初
の
単
細
胞
生
物
か
ら
ヒ
ト

に
至
る
ま
で
の
進
化
は
全
て

確
か
に
、
冬
の
寒
い
日
は

熱
燗
に
限
る
と
思
う
。

職
場
か
ら
自
家
用
車
の
駐

車
場
ま
で
は
離
れ
て
い
て
、

雪
か
き
す
る
と
体
の
芯
ま
で

冷
え
て
い
る
の
が
分
か
る
。

そ
れ
で
、
自
宅
に
戻
り
、
ビ

ー
ル
は
飲
ま
な
い
で
、
燗
し

た
高
清
水
を
の
ど
に
流
し
込

む
と
、
生
き
た
心
地
に
戻
り
、

正
気
を
取
り
戻
す
。
「
そ
う

だ
、
こ
れ
が
高
清
水
の
パ
ワ

ー
な
ん
だ
。
他
の
柔
な
酒
じ

ゃ
、
こ
う
は
い
く
ま
い
」
と
、

酒
飲
み
は
つ
ぶ
や
い
た
。

体
に
温
か
さ
が
戻
る
と
、

つ
ま
み
に
た
く
あ
ん
と
か
白

菜
の
漬
物
で
も
食
べ
た
い
の

だ
が
、
最
近
は
漬
物
を
手
に

入
れ
る
の
は
難
し
く
な
っ

た
。
ス
ー
パ
ー
と
か
に
行
け

ば
、
容
易
に
漬
物
を
買
う
こ

と
は
で
き
る
の
だ
が
、
酒
飲

み
は
、
最
近
の
漬
物
は
漬
物

で
は
な
い
、
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
う
…
…
昔
か
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く

れ
た
漬
物
は
お
い
し
か
っ

た
。
テ
ー
ブ
ル
に
載
っ
て
い

る
漬
物
は
、
そ
れ
だ
け
で
絵

に
な
っ
た
し
、
シ
ン
プ
ル
だ

け
ど
最
高
の
ぜ
い
た
く
だ
っ

た
。店

で
売
ら
れ
て
い
る
漬
物

は
、
食
品
衛
生
上
、
規
制
が

厳
し
く
な
っ
た
。
漬
物
は
、

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、
最

初
に
野
菜
は
塩
素
系
消
毒
剤

で
洗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
手
袋
を
着
け
て
漬
物
を

漬
け
て
、
保
存
剤
と
か
添
加

物
を
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
必
要
な
こ
と
だ
と
酒
飲

み
は
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

自
分
が
描
い
た
漬
物
と
は
違

う
。
「
漬
物
は
発
酵
食
品
だ
。

出
す
料
理
屋
は
、
仁
井
田
の

Ｋ
く
ら
い
で
、
こ
こ
で
は
主

人
が
お
い
し
い
料
理
を
作

り
、
女お

か

み将
さ
ん
が
漬
物
を
作

る
の
だ
が
、
こ
こ
の
漬
物
は

お
い
し
く
、
冬
だ
と
「
な
た

漬
け
」
が
最
高
だ
。

で
も
、
毎
日
こ
こ
に
通
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
自
宅
で

漬
物
が
必
要
な
ん
だ
。
ネ
ッ

ト
を
見
て
も
、
自
然
で
無
添

加
の
漬
物
を
見
付
け
る
の
は

難
し
い
。
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る

か
と
言
え
ば
、
家
で
作
る
し

か
な
い
。

そ
う
決
意
し
た
酒
飲
み

は
、
高
清
水
を
飲
み
つ
つ
、

YouTube

で
た
く
あ
ん
や
白

菜
の
漬
物
の
作
り
方
を
探
し

た
ら
、
結
構
動
画
が
あ
る
こ

と
に
驚
い
た
。
幸
い
、
酒
飲

み
の
家
で
は
秋
な
す
と
か
で

漬
物
の
技
術
は
少
し
あ
っ
た

の
で
、
家
人
を
拝
み
倒
し
て

た
く
あ
ん
を
作
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。

た
く
あ
ん
の
動
画
を
見
る

と
、
い
ろ
ん
な
の
が
あ
る
が
、

一
本
漬
け
に
せ
ず
、
カ
ッ
ト

し
て
か
な
り
の
重
し
を
載
せ

れ
ば
、
う
ま
く
い
く
よ
う
な

気
が
し
た
。
そ
れ
で
も
二
度

漬
け
は
必
要
だ
し
、
大
根
か

ら
水
は
上
が
る
の
で
、
そ
れ

は
そ
れ
は
家
人
は
大
変
だ
。

そ
し
て
運
命
の
４
日
目
、

待
望
の
た
く
あ
ん
が
完
成
し

た
。
見
る
と
ち
ゃ
ん
と
し
た

た
く
あ
ん
に
見
え
る
。
そ
れ

で
、
味
は
ど
う
な
ん
だ
、
う

ま
い
の
か
、
ま
ず
い
の
か
、

腐
っ
て
い
る
の
か
？　

い
ろ

ん
な
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
完

成
し
た
た
く
あ
ん
を
食
べ
る

と
、
酒
飲
み
は
、「
ボ
ー
ノ
！

」

と
な
ぜ
か
、
イ
タ
リ
ア
語
を

発
し
た
。
自
宅
で
ロ
ケ
ッ
ト

を
発
射
し
て
、
人
工
衛
星
を

軌
道
に
乗
せ
た
思
い
で
あ
っ

た
。燗

し
た
高
清
水
を
飲
み
、

自
宅
の
た
く
あ
ん
を
か
じ
る

と
、
そ
こ
に
は
、
シ
ン
プ
ル

だ
け
ど
、
酒
の
王
道
が
見
え

た
気
が
し
た
。

新
年
は
、
き
っ
と
良
い
年

だ
ろ
う
と
、
酒
飲
み
は
確
信

し
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
下
位
生
物
ほ
ど
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
忠
実
で
融
通
が
利

か
な
い
。
狩
人
バ
チ
も
獲
物

の
ひ
げ
を
切
っ
た
り
す
る
と

そ
れ
を
認
識
で
き
な
く
な

る
。何

か
に
似
て
い
る
。
そ
う
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
。
頭
に
来

る
ほ
ど
融
通
が
利
か
な
い
。

と
思
っ
て
い
た
ら
、
最
近
は

こ
ち
ら
が
間
違
う
と
「
こ
の

こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
と
聞

い
て
く
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で

何
と
も
気
味
が
悪
い
。
そ
の

う
ち
Ａ
Ｉ
に
命
令
さ
れ
る
時

代
に
な
る
の
か
な
？

さ
ま
ざ
ま
な
味
が
入
り
組
ん

で
、
そ
れ
が
、
高
清
水
の
つ

ま
み
に
ぴ
っ
た
り
な
ん
だ

…
…
」
と
、
酒
飲
み
は
高
清

水
を
飲
み
な
が
ら
呻う

め

い
た
。

よ
く
通
う
居
酒
屋
や
料
理

屋
で
も
、
出
て
く
る
料
理
は

お
い
し
い
が
、
最
後
の
漬
物

は
既
製
品
の
こ
と
が
多
く
、

酒
飲
み
は
い
つ
も
が
っ
か
り

し
て
い
た
。
自
前
の
漬
物
を

根
を
食
べ
て
み
る
な
ど
し

て
、
私
は
自
称
タ
ン
ポ
ポ
博

士
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
わ
が
家
の
庭

に
は
タ
ン
ポ
ポ
の
株
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
は
び
こ
っ
て
い

る
。小

説
を
読
み
終
え
て
心
が

躍
り
、
「
そ
う
だ
、
ま
た
タ

ン
ポ
ポ
を
食
べ
て
み
よ

う
！

」
と
思
い
立
っ
た
。

ま
ず
は
葉
を
お
ひ
た
し
に

し
た
。

し
っ
か
り
ゆ
で
て
ゴ
マ
で

あ
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
若
干

苦
み
は
残
る
が
お
漬
け
物
代

わ
り
に
は
な
っ
た
。
し
か
し

夫
は
一
口
食
べ
て
「
ご
ち
そ

う
さ
ま
」
と
箸
を
置
い
た
。

ゆ
で
た
後
に
水
に
さ
ら
す
時

間
を
も
う
少
し
長
く
す
る
べ

き
だ
っ
た
。

お
次
は
野
草
の
天
ぷ
ら
。

タ
ン
ポ
ポ
の
葉
、
ヨ
モ
ギ

の
葉
、
お
茶
の
新
芽
を
少
量

の
油
で
揚
げ
て
み
た
。
衣
は

卵
を
加
え
ず
シ
ン
プ
ル
に
、

岩
塩
・
ハ
ー
ブ
塩
・
カ
レ
ー

塩
な
ど
を
少
々
ふ
り
か
け
て

み
た
と
こ
ろ
、
ど
れ
も
お
い

し
か
っ
た
。
も
っ
と
も
大
葉

の
天
ぷ
ら
と
同
じ
で
味
は
ほ

と
ん
ど
無
い
の
だ
が
香
ば
し

さ
が
く
せ
に
な
り
そ
う
だ
っ

た
。庭

の
お
茶
の
木
で
茶
摘
み

を
し
て
煎
茶
作
り
に
も
挑
戦

し
た
。

YouTube

を
参
考
に
電
子

レ
ン
ジ
を
利
用
し
て
作
っ
て

み
た
。
蒸
し
た
茶
葉
を
も
む

作
業
を
繰
り
返
し
て
よ
う
や

く
煎
茶
っ
ぽ
く
な
っ
た
。
少

し
青
臭
み
は
あ
っ
た
が
ま
あ

ま
あ
の
で
き
上
が
り
と
な

り
、
自
家
製
の
新
茶
を
頂
く

夕
食
後
は
何
と
も
ぜ
い
た
く

な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
は
毎
年

た
く
さ
ん
の
ル
ビ
ー
色
の
実

を
付
け
て
く
れ
る
。
一
昨
年

は
頑
張
っ
て
ジ
ャ
ム
を
作
っ

て
み
た
が
、
種
を
取
り
除
く

作
業
が
大
変
だ
っ
た
の
で
一

度
き
り
で
終
わ
っ
た
。
例
年

は
鳥
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う

に
網
を
掛
け
て
い
た
が
、
全

部
は
食
べ
き
れ
な
い
の
で
昨

年
か
ら
は
鳥
達
と
分
か
ち
合

う
こ
と
に
し
た
。

今
年
も
ザ
ル
い
っ
ぱ
い
収

穫
し
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
季
節

限
定
の
デ
ザ
ー
ト
に
な
っ

た
。
き
っ
と
鳥
達
も
喜
ん
で

く
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

３
年
前
に
「
タ
ラ
ヨ
ウ
」

の
苗
木
を
購
入
し
て
庭
に
植

え
た
。タ
ラ
ヨ
ウ
の
葉
は
「
葉

書
」
の
語
源
に
も
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
て
葉
の
裏
に
先
の

と
が
っ
た
も
の
で
字
な
ど
を

書
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

た
め
「
郵
便
局
の
木
」
に
制
定

さ
れ
て
お
り
、
敷
地
内
に
よ

く
植
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

生
の
葉
に
は
切
手
が
貼
り

に
く
い
の
で
ラ
ミ
ネ
ー
ト
を

し
て
か
ら
子
ど
も
に
郵
送
し

た
が
、
あ
ま
り
喜
ん
で
く
れ

た
様
子
は
な
か
っ
た
。
誰
か

私
に
出
し
て
く
れ
な
い
か
な

あ
。そ

う
い
え
ば
子
ど
も
の

頃
、
草
や
木
の
実
を
集
め
て

「
ま
ま
ご
と
」
や
「
お
店
屋

ご
っ
こ
」
を
よ
く
や
っ
た
。

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
の
種
の
中
身

を
集
め
て
お
化
粧
の
ま
ね
ご

と
も
し
た
。

い
ま
だ
に
私
は
あ
の
頃
と

同
じ
こ
と
を
し
て
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
る
。
何
年
か
前
に
ド

ク
ダ
ミ
の
花
を
焼
酎
に
漬
け

て
化
粧
水
を
作
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
今
年
は
ド
ク
ダ

ミ
と
ヨ
モ
ギ
の
ブ
レ
ン
ド
健

康
茶
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思

い
付
き
、
陰
干
し
を
し
て
い

る
。熱

し
や
す
く
て
冷
め
や
す

い
私
の
こ
と
だ
か
ら
ど
れ
も

試
作
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ

う
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
大
人

の
ま
ま
ご
と
遊
び
を
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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令和6年度全国医師会勤務医部会連絡協議会

「勤務医の声を医師会へ、そして国へ
  ～医師会の組織力が医療を守る～」
                   をメインテーマに開催（2）

福岡県医師会常任理事 戸次鎮史

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
様
々

な
立
場
か
ら
の
声
」

野
村
政
壽
久
留
米
大
学
病

院
長
は
、
「
大
学
病
院
改
革

と
医
師
会
」
と
題
し
て
、「
医

師
の
働
き
方
改
革
や
大
学
病

院
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で

大
学
病
院
で
の
診
療
・
教

育
・
研
究
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
に
よ
る
疾
病
管
理
や
重

症
化
予
防
が
重
要
に
な
る
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
医
師

会
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

も
期
待
感
を
示
し
た
。

野
田
英
一
郎
九
州
医
療
セ

ン
タ
ー
広
域
災
害
・
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
長
は
、
「
基
幹

病
院
の
抱
え
る
問
題
と
そ
の

対
策
」
と
題
し
て
、
診
療
科

や
地
域
の
医
師
偏
在
の
課
題

に
対
す
る
解
決
策
の
一
つ
と

し
て
、
医
療
機
関
の
連
携
強

化
の
重
要
性
を
強
調
。
「
医

療
機
関
が
病
床
の
稼
働
状
況

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
な
病
床
運
用
が
可
能
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

長
澤
滋
裕
飯
塚
市
立
病
院

内
科
科
長
は
、
「
へ
き
地
診

療
所
の
運
営
と
へ
き
地
医
療

に
携
わ
る
医
師
に
求
め

ら
れ
る
支
援
」
と
題
し

て
、
自
身
の
ヘ
き
地
診

療
所
で
の
経
験
を
基

に
、
へ
き
地
医
療
に
従

事
す
る
医
師
の
課
題
は

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
と

「
出
産
・
子
育
て
」
で

あ
り
、
へ
き
地
医
療
拠

点
病
院
の
制
度
拡
充
や

人
材
資
源
の
集
約
・
共

有
化
等
の
支
援
を
訴
え

た
。

岡
本
真
希
帝
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院
循
環
器
内
科
医

は
、
「
日
本
と
ド
イ
ツ
の
医

療
現
場
で
感
じ
た
こ
と
。
全

て
の
医
師
に
と
っ
て
働
き
や

す
い
環
境
と
は
？
」
と
題
し

て
、
ド
イ
ツ
で
臨
床
に
携
わ

っ
た
経
験
を
基
に
、
日
本
と

の
働
き
方
の
違
い
を
紹
介
。

「
医
師
の
誠
意
に
頼
っ
て
い

る
持
続
可
能
性
の
低
い
日
本

医
療
の
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
」
を
指
摘
す

る
と
と
も
に
、
「
全
て
の
医

師
」
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
て
選
択
で
き
る
働
き
や

す
い
労
働
環
境
の
整
備
を
提

案
し
た
。

そ
の
後
、
全
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
が
登
壇
し
、
質
疑
応
答
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
働
き

た
い
病
院
：
組
織
改
革
と

業
務
改
善
」

宮
地
正
彦
中
東
遠
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
企
業
長
兼
院
長

は
、
「
統
合
に
よ
る
病
院
内

の
変
化
、
地
域
医
療
の
変
化

─
乗
り
越
え
る
べ
き
問
題
は

多
い
が
、
明
る
い
未
来
も
見

え
て
く
る
─
」
と
題
し
て
、

日
本
で
初
め
て
二
つ
の
自
治

体
病
院
が
基
幹
総
合
病
院
と

し
て
統
合
し
た
こ
と
を
紹

介
。
「
今
後
は
臨
床
研
修
教

育
の
強
化
、
救
急
科
の
復
活
、

が
ん
診
療
の
強
化
を
並
行
し

て
行
い
、
働
き
方
改
革
や
病

院
経
営
に
好
結
果
を
生
み
だ

す
こ
と
で
、
地
域
医
療
の
向

上
を
目
指
し
て
い
く
」
と
し

た
。中

島
直
樹
九
州
大
学
大
学

院
医
学
研
究
院
医
療
情
報
学

ふくおか宣言
　我が国は、国民皆保険制度を礎として世界有数の長寿国を実現した。一
方で長期にわたる出生数の減少により、急激な人口減少を伴う深刻な少子
超高齢社会を迎えた。
　大きく変貌するこれからの社会において、「すべての人に健康と福祉を」
を理念とする医療におけるSDGs、すなわち誰もがいつでも等しく質の高
い医療を享受できる制度と医療提供体制を維持するために、医療制度が見
直され、様々な医療政策が検討されている。すでに地域医療構想、医師の
偏在対策、働き方改革が三位一体改革と称して進められており、医師臨床
研修制度や専門医制度のみならず、自由開業制等にも改革の矛先が向いて
いる。
　医師会の役割は、これらの医療政策に対し医師の使命感に基づいた適切
な専門的提言をすることであり、医師会に、より多くの医師が結集し、医
師の総意として国に届けることが重要である。そのためには、医師の約4分
の3を占める勤務医、特にこれからの医療を担う若手医師が、生涯にわたり
医師としての矜持とやりがいを保ち、充実した医療活動が送れる社会の実
現に向けて、開業医と協働で医師会活動に参画することが不可欠である。
　医師会がこれまで以上に勤務医の声をしっかりと受け止め、現場に反映
する姿勢こそが、若手医師の医師会事業への理解と帰属意識の醸成に繋が
ると期待する。
　医師が同じ目標に向かって団結し、質の高い日本の医療を将来的にも国
民へ提供し続けることができる社会の実現を目指し、次のとおり宣言する。

一．�各地域において若手医師を含む勤務医の意見集約の場を設け、都道府
県医師会ならびに日本医師会との双方向の意思疎通と情報共有をもと
に、ボトムアップによる政策への提言の実現を目指す。

一．�医師会役員や医師会内外の会議・委員会委員に係る勤務医枠の拡大あ
るいは新設、勤務医を対象とする研修会、講演会等の各種イベントの
企画等を通じて、勤務医や若手医師の医師会活動への参画を推進する。

一．�医学生や研修医等に対して初期教育の段階から、地域医療や公衆衛生
の重要性、さらには医師会活動への正しい理解と信頼の醸成を図る。

一．�勤務医と国民に対し、時代に即したツールを活用した広報活動を展開
し、医療情報・医師会活動の発信に努める。

令和6年10月26日
全国医師会勤務医部会連絡協議会・福岡

講
座
教
授
は
、
「
医
療

Ｄ
Ｘ
の
考
え
方
と
対

応
」
と
題
し
て
、
国
が

２
０
３
０
年
を
目
標
に

進
め
て
い
る
医
療
Ｄ
Ｘ

政
策
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て
説
明
し
、「
世

界
の
Ｄ
Ｘ
競
争
が
激
化

す
る
中
で
、
日
本
は
超

少
子
高
齢
社
会
が
到
来

し
て
お
り
、
将
来
の
医

療
の
質
の
向
上
や
業
務

負
担
軽
減
の
た
め
に
も

真
の
医
療
Ｄ
Ｘ
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

川
上
浩
介
小
倉
医
療
セ
ン

タ
ー
産
婦
人
科
部
長
は
、「
働

き
方
改
革
で
揺
れ
る
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
題

し
て
、
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
、
「
勤
務

２
交
代
制
の
導
入
」
「
主
治

医
制
か
ら
チ
ー
ム
制
へ
の
変

更
」
「
電
子
カ
ル
テ
や
Ｉ
Ｔ

技
術
の
活
用
」
「
時
短
勤
務

や
医
療
ク
ラ
ー
ク
の
導
入
」

等
の
働
き
方
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
。
「
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続

的
に
評
価
・
改
善
し
な
が

ら
、
地
域
に
質
の
高
い
母
子

ケ
ア
を
提
供
し
て
い
く
」
と

強
調
し
た
。

田
中
眞
紀
福
岡
県
医
師
会

理
事
／
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
久
留
米
総

合
病
院
名
誉
院
長
は
、
「
働

き
た
い
職
場
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
、
自
院
に
お
け
る

育
児
時
短
勤
務
や
チ
ー
ム
医

療
、
多
職
種
の
意
識
向
上
、

タ
ス
ク
シ
フ
ト
等
の
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
「
女
性
医
師
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
わ
が
国
に
と
っ

て
、
女
性
医
師
支
援
を
行
う

こ
と
こ
そ
が
職
場
環
境
を
改

善
さ
せ
、
ひ
い
て
は
全
て
の

医
師
に
と
っ
て
働
き
や
す
い

職
場
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
訴
え
た
。

そ
の
後
は
全
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
が
登
壇
し
、
質
疑
応
答
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

「
ふ
く
お
か
宣
言
」
採
択

最
後
に
、
一
宮
仁
福
岡
県

医
師
会
副
会
長
よ
り
「
ふ
く

お
か
宣
言
」
（
別
掲
）
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
後
、閉
会
し
た
。

令
和
６
年
度
勤
務
医
交
流

会
の
開
催

連
絡
協
議
会
の
開
催
に
合

わ
せ
、
翌
27
日
に
は
「
勤
務

医
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

交
流
会
で
は
、
Ａ
～
Ｆ
の

６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
テ

ー
マ
Ⅰ
「
勤
務
医
の
医
師
会

活
動
へ
の
参
画
～
勤
務
医
が

望
む
医
師
会
活
動
と
は
？

～
」、
テ
ー
マ
Ⅱ
「
働
き
方

改
革
は
君
た
ち
に
と
っ
て
ど

う
な
の
？
～
若
手
医
師
の
本

音
～
」
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は

医
学
生
・
研
修
医
等
の
若
手

医
師
も
参
加
し
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
合
わ
せ
る
と
全
国
か

ら
１
０
８
名
の
参
加
を
得

て
、
大
変
活
発
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
な
っ
た
。

特
に
、
若
手
医
師
の
持
つ

医
師
会
の
イ
メ
ー
ジ
や
働
き

方
改
革
に
対
す
る
考
え
を
再

認
識
で
き
た
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
も
医
師
会
が
勤
務
医
の

声
を
聴
き
、
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
組
織
強
化
に
つ
な
が

り
、
日
本
の
医
療
体
制
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
確
信

し
た
。

シンポジウムⅡ

シンポジウムⅠ
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